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講演が好評だった
塚本団子さん

上地流空手道（沖縦
伝統武道）

ちびっ子よろい武者誕生！　　八王子の天狗キャラ「はっちお～じ」も登場

日中

長房西団地の早朝ラジオ体操

盤il 蒸 �鮭蛙群書∴寧 
tl　∴ �：iL′凄 誌 �∴∴i： I �戟 

＝ �蒲韓濃謹 ∵∴li∴ 
噌 �も＼事 ���∴∴∴∴ 

善 言∴∴ 翌、1 結 語 度 �郎葦選 前でレ 「： �、蝿随消、 ∵∴∴一∴＋ ：こ． �� 

ーi纏態螺 子∴∴　∵ 

騙醗 
菜園リハビリでガンを克服した渡辺さん

「
ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
」
　
を
振
り
返
っ
て

長
房
地
域
住
民
協
議
会

会
長
　
松
葉
浩
充

今
年
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
盛
大

に
開
催
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
六
日
の
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
後
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
方
々
が
連
日
見
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
桜
の
開

花
が
遅
か
っ
た
の
で
、
こ
い
の
ぼ
り
と
の
珍
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
初
め
て
見
ら
れ
ま
し
た
。

安
全
性
を
考
慮
し
て
橋
の
上
の
竹
ざ
お
の
ぼ
り
を
今
年
は
取
り
や

め
ま
し
た
。
ま
つ
り
当
日
は
4
日
、
5
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

市
制
1
0
0
周
年
事
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
花
ポ
ッ
ト
の
無
料
配

布
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
ま
つ
り
の
写
真
掲
載
も
あ

り
ま
し
た
。

塚
本
回
子
氏
の
講
演
　
「
お
帰
り
な
さ
い
！
　
D
r
．
肥
沼
さ
ん
」
　
に

は
2
0
0
名
の
方
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。
富
士
森
高
校
ダ
ン
ス
部
や

横
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
公
演
で
は
、
観
客
も
元
気
を
も
ら
っ
て
会

場
内
に
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
さ
ん
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
わ
ふ
わ
水
族

館
、
よ
ろ
い
姿
で
記
念
写
真
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
折
り

紙
教
室
、
消
防
車
に
乗
っ
て
写
真
撮
影
、
な
ど
も
大
盛
況
で
し
た
。

模
擬
店
も
い
つ
も
の
活
発
さ
で
に
ぎ
わ
い
、
完
売
の
続
出
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
し
て
行
え
る
の
は
住
民
協
メ
ン
バ
ー
、

各
町
会
・
自
治
会
か
ら
の
協
力
者
、
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
、
富

士
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
さ
ん
、
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
の
賜
物
で
す
。
今
年
は
の
べ
8
5
0
名
の
方

に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
継
続
し
て
行
く
に
は
規
模
や
や
り
方
の
工
夫
、
若
手
へ

の
参
加
呼
び
か
け
な
ど
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
な
に
は
と
も
あ

れ
無
事
に
終
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
有
難
う
。
そ
し
て
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
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慈眼寺地蔵堂の鐘楼

第2回「長房ふれあいウオーク」
2回目になりますが「長房周辺散策記」読者の方をお誘いし

て、歩きながら今までの記事内容をご案内します。

○予定日時9月9日（土）、10時～12時

雨天延期（センター内掲示）

○コース、市民センターに集合して、横山橋から旧陸軍幼

年学校跡地、船田石器遺跡、船田会館まで行き、共立女

子高・中学校内で月夜峰の碑を見学します。

○参加自由、無料、予約不要、（センターに10時までにお集

まりの方をメンバーとします）

○歩きやすい服装、履物、飲み物をご用意下さい。

案内の地図・資料を用意して説明します。

○長房住民協議会活動の一つとして、ご案内は「ふれあい」

編集委員の伊藤完（Ⅲ664－2062）が担当します。

町
会
・
自
治
会
の
サ
ロ
ン
活
動
紹
介
②

船
田
町
会
サ
ロ
ン
「
ひ
だ
ま
り
」

ペ
リ
ー
が
黒
船
で
浦
賀
に
来
た

項
の
　
「
番
組
合
之
縮
図
」
　
（
嘉
永

7
年
1
8
5
4
）
に
、
船
田
村
1
0

人
、
下
長
房
村
に
は
3
人
の
千

人
同
心
が
居
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す。
千
人
同
心
と
は
徳
川
家
康
が
甲

斐
国
を
治
め
る
と
き
に
三
河
武
士
、

武
田
の
残
党
を
家
来
に
し
て
、
甲

斐
の
出
入
り
口
を
警
護
さ
せ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
江
戸
に
移
っ
て

か
ら
（
天
正
1
9
年
1
5
9
1
）
代

官
の
大
久
保
長
安
に
命
じ
て
八
王

子
を
は
じ
め
近
在
に
移
住
、
整
備

さ
せ
て
5
0
0
人
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
関
ケ
原
の
合
戦
で
「
千
人

同
心
」
と
名
の
り
1
0
0
0
人
に

な
り
ま
す
。
幕
末
　
（
慶
応
2
年
1

8
6
6
）
　
に
は
「
千
人
隊
」
と
改
称

し
ま
す
。

千
人
頭
一
〇
家
は
旗
本
の
身
分

で
（
慶
長
5
年
1
6
0
0
の
時
に
）

荻
原
（
下
）
、
窪
田
（
上
）
、
窪
田
別

家
、
窪
田
（
下
）
、
志
村
、
原
、
中

杜
、
河
野
、
山
本
、
石
坂
、
各
組

に
な
り
ま
す
。
活
躍
は
　
「
大
阪
夏

の
陣
」
　
「
日
光
火
の
番
」
　
「
江
戸

火
消
し
」
　
「
蝦
夷
地
の
開
拓
」

「
駒
木
野
関
所
警
備
」
　
「
神
奈
川
・

横
浜
警
備
」
等
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
散
策
は
下
長
房
村
三
軒

在
家
か
ら
千
人
頭
河
野
家
、
中
村

家
の
菩
提
寺
興
福
寺
ま
で
散
策
し

ま
し
ょ
う
。

半
農
半
士
の
千
人
同
心

市
民
セ
ン
タ
ー
の
西
側
か
ら
中

通
り
に
出
ま
す
。
こ
の
付
近
か
ら

西
方
が
三
軒
在
家
千
人
同
心
の
郷

で
す
。
半
農
半
士
な
の
で
開
墾
の

た
め
長
房
丘
陵
ハ
ケ
の
下
、
南
浅

川
沿
い
を
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た

当
サ
ロ
ン
は
、
民
生
委
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
か
ら
出
発
し
、
　
「
も
っ
と

近
く
で
交
流
の
場
が
あ
れ
ば
い
い
ね
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
町

会
の
船
田
会
館
を
ベ
ー
ス
に
　
「
船
田
ひ

だ
ま
り
会
」
　
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
3
人
が
中
心

と
な
り
、
毎
月
第
2
金
曜
日
と
第
4
木

曜
日
に
、
季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り

や
、
高
齢
者
向
け
の
講
習
会
、
歌
や
折

り
紙
、
軽
い
体
操
、
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
を
招
い
て
の
マ
ジ
ッ
ク
や
、
オ

カ
リ
ナ
、
ギ
タ
ー
の
演
奏
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

特
に
1
1
月
に
は
力
作
の
揃
う
作
品
展
、

1
2
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
年
間
行
事
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

第
4
木
曜
日
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
会

員
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
昼
食

を
作
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
今
年
の
4
月
は
地
元
の
筍
を

使
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
に
わ
ら
び
な
ど
を

添
え
て
、
季
節
の
な
つ
か
し
い
献
立
で
喜

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

特
に
皆
さ
ん
が
盛
り
上
が
る
の
は
お
手

玉
回
し
や
、
ゲ
ー
ム
、
若
か
っ
た
頃
の
懐

か
し
い
歌
な
ど
で
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

船
田
ひ
だ
ま
り
会
会
長

片
岡
　
有

そ
う
で
す
。
移
り
住

ん
だ
頃
は
東
側
か
ら

岸
家
、
榎
本
家
、
遠

山
家
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
榎
本
家
は

ハ
ケ
上
に
屋
敷
を
拡

げ
、
遠
山
家
は
分
家

の
矢
島
家
に
譲
り
こ

の
地
を
去
り
ま
す
。

岸
家
に
は
分
家
の
佐
伯
家
が
あ
り

千
人
同
心
で
し
た
の
で
4
人
の
と

き
も
あ
り
ま
し
た
。
榎
本
、
岸
、

矢
島
は
荻
原
（
上
）
組
、
佐
伯
は
山

本
組
に
属
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

「慈眼寺」
ハ
ケ
上
に
曹
洞
宗
福
寿
山
慈
眼

寺
が
あ
り
ま
す
。
縁
起
は
商
乗
寺

か
ら
初
沢
に
（
弘
治
1
年
1
5
5

5
）
　
創
草
、
船
田
の
船
田
小
学
校

の
南
側
に
移
転
そ
し
て
元
禄
年
間

に
現
地
移
り
、
三
家
の
菩
提
寺
と

な
り
、
本
堂
の
裏
手
が
墓
地
で
す
。

境
内
に
は
「
長
房
地
蔵
」
と
呼
ば
れ

る
地
蔵
堂
、
鐘
楼
の
梵
鐘
は
（
昭

和
3
年
1
9
2
8
）
に
鋳
造
さ
れ

た
も
の
で
す
。
山
門
の
西
横
に
細

い
道
が
あ
り
、
角

に
再
建
さ
れ
た
道

標
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
も
古
道
で
、

「
右
　
慈
根
寺

左
　
廿
里
」
　
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
通
り
か
ら
御

陵
の
参
道
を
南
に

曲
り
南
浅
川
橋
の

ふ
も
と
に
「
サ
イ

カ
チ
の
木
」
が
あ

り
ま
す
。
北
条
氏

照
が
南
浅
川
岸
の

防
衛
の
た
め
に
す

る
ど
い
棟
を
持
つ

サ
イ
カ
チ
を
植
え

JL
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私の趣喋

病後のリハビリに
始めた野菜作り

船田町会　渡辺四郎さん
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自宅から車で25分ほど、町田街道を南に

下った神奈川県境沿いの林の中に、渡辺さ

んの菜園はあります。よく手入れされた80

坪弱の土地にタマネギ、ジャガイモ、大根、

ソラマメ、ナス、ピーマンなど20種類ほど

の作物が育っています。

「19年ほど前、ある日突然咽喉の奥が痛く

なりタバコが吸えなくなりました。そのう

ち首のあたりにしこりができ、それがピン

ポン玉くらいに大きく腫れあがりました。

医者の診断は中咽喉ガンの末期、第4ステ
ージと言うことでした」

慶応病院に入院した渡辺さんは抗ガン剤

と放射線治療を受け、首のしこりを切除手

術し、4か月後に退院しました。

「入院中食事は一切取れないので、点滴の

み、体重は35，6キロまで落ち、体力もなく

風が吹けば飛ばされそうな感じでした」

職場復帰も断念し、療養生活を続けてる

ときに、近所に住んでいる友人から「空い

ている土地があるから野菜でも作ってみた

ら」と勧めれました。

「最初のl年目は大変でした。荒地を、鍬

一本で開拓する毎日は自分との戦いでした」

しかしそんな生活を何年か続けているう

ちに次第に体力を取り戻してきたそうです。

「末期ガンを宣告されたとき、正直もうダ

メかとも思いましたが、いい友達がいて、

その助言で救われました」という渡辺さん、

69歳になった今年、地元うぐいす台の自治

会長を引き受けました。今は真っ黒に日焼

けして健康そうです。

船田町会　　平田哲男

センター利用グループの紹介・4

土地流空手道（沖縄伝統武道）

部屋に入ると沢山の子どもさんが代

表の横関弘宣先生（七段）から一人ひ

とり昇級証書を受けていました。「先

代が10年、自分が25年、代表として青

少年の健全な育成を願って続けていま

す」とのことです。

稽古場では「こんばんは」と大きな

声で一礼を受けました。毎月3回、土

曜日5時30分から5歳児～中学生までと

その後大人の稽古になります。現在会

員は40名。まだ少し余裕がありますの

で入会下さいとのこと。

（館長　松葉）

た
と
の
事
、
し
か
し
殆
ど
枯
れ
て
、

残
る
の
は
こ
の
木
1
本
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「興福寺」

参
道
を
南
に
進
む
と
陵
南
会
館
で
、

こ
こ
は
旧
皇
室
専
用
駅
で
し
た
。

横
の
J
R
中
央
線
に
架
か
る
跨
線

橋
を
渡
り
陵
南
中
学
校
の
東
側
を

南
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
突
き
当

た
り
に
興
福
寺
が
あ
り
ま
す
。
曹

洞
宗
栗
林
山
千
光
院
興
福
寺
で
開

基
は
雨
宮
氏
、
山
門
が
有
名
で
設

欒
家
の
屋
敷
門
を
移
築
し
た
　
「
横

木
の
酢
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

墓
域
に
は
関
東
十
八
代
官
設
楽
家

歴
代
の
法
印
塔
が
並
び
、
千
人
頭

河
野
家
、
中
村
家
と
千
人
同
心
の

墓
碑
が
あ
り
ま
す
。

千
人
町
に
は
遺
跡
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
下
長

房
を
思
い
起
こ
し
散
策
し
て
下
さ

ヽ

　

○

追
記
、
戊
辰
戦
争
後
の
約
半
数

の
千
人
隊
は
悲
惨
で
し
た
。
徳
川

家
達
の
駿
府
移
封
に
従
い
、
浜
北

市
の
荒
野
に
入
植
さ
せ
ら
れ
、
飢

え
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
隊
士
が

多
く
い
ま
し
た
。
船
田
か
ら
静
岡

に
行
っ
た
吉
野
彦
次
郎
も
そ
の
一

人
で
墓
が
浜
松
市
浜
北
区
吉
祥
院

正
寿
院
に
あ
る
そ
う
で
す
。

あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
合
う
。
ラ

ジ
カ
セ
か
ら
流

れ
る
ラ
ジ
オ
体

操
の
音
楽
に
合

わ
せ
て
第
一
・

第
二
体
操
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
に
元
気
で

体
操
が
出
来
る

の
が
楽
し
み
」

三
一
三
三
≡
≡
三
三
三
三
三
三
三
≡
≡
三
三
三
三
三
一

早
朝
・
ラ
ジ
オ
体
操

長
房
西
団
地
・
寿
会

朝
7
時
、
郵
便
局
前
の
広
場
に

三
々
五
々
集
ま
っ
て
く
る
5
0
数
人

が
　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
　
と

「
早
寝
、
早
起
き
の
生
活
習
慣
に

な
っ
た
」
　
「
寝
た
き
り
に
な
り
た

く
な
い
」
　
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て

来
る
早
朝
体
操
で
し
た
。

「
夏
休
み
・
子
ど
も
と
ラ
ジ
オ
体

操
」
　
（
長
房
西
団
地
ア
パ
ー
ト
と

共
催
）
　
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
7
月
2
4
日
　
（
月
）
　
～
8
月
2
5
日

（
金
）
　
土
、
日
、
祝
、
雨
天
は

休
み

◎
参
加
賞
あ
り
！
　
子
ど
も
の
み

長
房
西
団
地
連
合
自
治
会

小
岩
　
博
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園児の鯉のぼりジノーズ
第5回　長房中央保育園

r‥“‥：

撃、弓、「ふ㌔翻一∴∴

言「∴：∴∴
毎年こいのぼりの季節が近づくと長房中央保育

園では、3、4、5歳児クラスの子の子どもたち一人

：一匹ずつ、マイこいのぼりを作ります。　　　，

：　大空を泳ぐこいのぼりに思いをばせながら、色：

：を塗ったり模様を描いて個性豊かな作品に仕上がっ…

：ていきます。たくさんのこいのぼりが泳ぐふれあ…
；い端午まつりは圧巻です。その中をマイこいのぽ；

；りが泳ぐ姿を毎年楽しみにしています。　　　　；精がr

し，。‥。‥。‥。‥．‥．‥。‥二二：：二二二‥」。よ認諾群舞 ∴言 語 � 

麗騒、謂 
） －∴言∴ 藍 �∴一一：÷∴ 

d謡 

人気のフラワーアレンジメント
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寧 博 � �ー／‾‾墜 �∴　∴1′∴∴ ‾‾通ii ��這詞熱醒ま �� 
■∴∴∴一 関　‾‾‾謹 �ぎ‾ 要撃塙工 ��乾詳／滝醜 　態■ ��謝 

臆 �，転 �蕩∴－駄i＼三 　I � �＼ ��，i鞄警 � 
＼‘＿」 �÷言 �言∴∴ ）F �∴∴∴： 

1日∵鰭輿轡肇 � �騨瀞 ��，ノ 子 �子 

、聡 子∴ � �　　∴ ∵∴　∴∴ 
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700鉢の花ポット苗を無料配布
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○

○

端
午
ま
つ
り
あ
れ
こ
れ

○
昨
年
、
戸
井
田
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
始
め
た
小
鯉
の
ぼ

り
の
陵
東
橋
付
近
で
の
　
「
川
渡
し
」
　
は
好
評
、
今
年
は
横

山
橋
付
近
に
も
つ
け
ま
し
た
。

○
竹
さ
お
の
購
入
先
を
変
更
、
太
く
て
立
派
な
物
で
す
が
重

く
て
運
搬
、
取
り
付
け
、
取
り
外
し
が
大
変
。
で
も
お
蔭

で
吹
き
流
し
が
映
え
ま
し
た
。

○
園
児
の
ぼ
り
1
4
4
匹
は
昨
年
と
同
様
に
破
損
、
紛
失
な

し
。
取
り
付
け
部
を
テ
ー
プ
止
め
に
し
ま
し
た
。

○
ふ
わ
ふ
わ
水
族
館
は
今
年
も
9
0
0
名
の
子
ど
も
が
元
気

に
楽
し
み
ま
し
た
。

○
富
士
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆
さ
ん
の
ゴ
ミ
集
積
所

で
の
、
明
る
く
真
面
目
な
取
り
組
み
に
は
感
謝
で
し
た
。

○
全
国
都
市
緑
化
は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア
の
協
力
で
7
0
0
鉢

の
花
ポ
ッ
ト
を
配
布
、
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

○
市
制
1
0
0
年
と
緑
化
フ
ェ
ア
の
職
旗
は
、
会
場
近
く
を

中
心
に
取
り
付
け
、
P
R
L
ま
し
た
。

○
作
品
展
長
房
書
道
・
絵
画
教
室
の
作
品
を
み
て
入
会
希
望

者
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

韻
事
ま
っ
U
の
裏
方
さ
ん
紹
介
（
第
2
回
）

「
長
房
ど
ん
と
焼
の
会
」
　
戸
井
田
初
男
さ
ん
、
大
城
宗
夫

さ
ん
、
永
井
光
男
さ
ん
な
ど
を
中
心
に
し
て
竹
ざ
お
の
ぼ

り
の
掲
揚
の
大
半
を
や
っ
て
い
ま
す
。

＊
あ
の
お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
古
川
り
う
子
さ
ん
以
下

1
2
名
の
協
力
の
お
蔭
で
す
。
感
謝
！

＊
ふ
わ
ふ
わ
水
族
館
の
当
日
取
り
仕
切
は
平
成
2
2
年
に
始
め

て
以
来
ず
ー
っ
と
白
田
知
子
さ
ん
、
三
井
仲
江
さ
ん
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
新
地
町
会
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

＊
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
交
通
安
全
協
会
の
指
導
員
の
皆
さ

ん
の
期
間
を
通
し
て
の
交
通
整
理
が
あ
っ
て
こ
そ
、
無
事

故
で
や
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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